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①  経済理論１ 

 
カール・マルクス著『資本論』第一巻の「本源的蓄積」に関する議論を踏まえて、以下の 

問いすべてに答えなさい。 

 

1-1 資本主義の始まりについて説明しなさい。 

 

1-2 現代の資本主義は、途上国の児童労働や先進国での低賃金労働やさらに低賃金の移民

労働を包摂し、成り立っている。この点について、事例を挙げながら説明しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



②  経済理論２ 

 

カール・マルクス著『資本論』第一巻の「相対的剰余価値の生産」をめぐる議論について、

以下の問いに答えなさい。 

 

2-1 資本は、絶対的剰余価値の生産と相対的剰余価値の生産をともに追求します。絶対的

剰余価値と相対的剰余価値について、それぞれ説明しなさい。 

 

2-2 絶対的剰余価値の生産には限界があります。なぜでしょうか。事例を挙げて説明しな

さい。 

 

2-3 絶対的剰余価値の生産には限界があるために、資本は相対的剰余価値の生産を展開し、

「特別剰余価値」の獲得を目指します。しかし、いったん得られた特別剰余価値は、やがて

消滅していきます。特別剰余価値について説明したうえで、それが消滅していく過程につい

て、事例を挙げながら説明しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



③ 経済理論３ 

 
以下の [3-1]と[3-2]の全ての問いに答えなさい。 
 
[3-1] ある財の市場の需要曲線と供給曲線がそれぞれ、 
    D ＝ －2･P ＋ 30 
    S ＝ 2･P － 14 

   [D：需要量、 S：供給量、 P：価格] 
で示されるとする。 
 
  (a) 均衡における価格と数量はいくらか。 
 
  (b) 政府がこの財に 20%の従価税を賦課したとする。均衡における価格（税込

み価格）と数量はいくらか。 
 
  (c) 上記の(b)で賦課した従価税によって発生する経済厚生の損失はいくらか。 
 
 
 
 
[3-2] 独占企業の直面する市場需要曲線が、 
 

X ＝ 10 － P      [X：数量、P：価格] 
 
で示されるとする。独占均衡において、ラーナーの独占度（L）が L＝0.25 であ

るとき、この企業が供給する数量はいくらか。 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 



④ 経済理論４ 

 
以下の[4-1]と[4-2]と[4-3]の全ての問いに答えなさい。 
 
[4-1] マクロの経済体系および労働供給量の関数が以下のように与えられてい

る。今、実質賃金が w＝3 で硬直している場合、失業率はいくらか。 

  Y ＝ 8･L 0.75 
    LS  ＝ 8･w 
 
    [Y：国民所得、L：労働投入量、LS ：労働供給量、w：実質賃金] 
 
 
 
[4-2] マクロ的生産関数が以下のように与えられている。名目賃金が８のときの

総供給関数を答えなさい。 

  Y ＝ 3･L 0.5       [Y：国民所得、L：労働投入量] 

 
 
 
[4-3] 変動相場制の開放マクロ経済が以下のように示されている。 
 
  Y ＝ D ＋ B 
    D ＝ 200 ＋ 0.7･Y － 1000･r 
    B ＝ －100 ＋ 2･e － 0.2･Y 
    M ＝ 0.8･Y － 500･r 
 
    [Y：国民所得、D：国内需要、B：純輸出、r：国内利子率、e：為替レート 
  M：貨幣供給量] 
 
国家間の資本移動は完全であり、この国は小国であるとする。貨幣供給量 M が

10 増加した場合、国民所得 Y と為替レート e はいくら変化するか。 
 
 
 



⑤ 計量経済学 

 
すべての問題に答えよ。なお、答えに至る途中経過も示せ。 
 
[1] 回帰式yi = 𝛼𝛼 + 𝛽𝛽𝑥𝑥𝑖𝑖 + 𝛾𝛾𝑧𝑧𝑖𝑖 + 𝜖𝜖𝑖𝑖  (𝑖𝑖 = 1,2,⋯ ,𝑛𝑛)を考える。ここで、𝜖𝜖𝑖𝑖は期待値 0 の誤差項
とする。また、∑ 𝑧𝑧𝑖𝑖𝑛𝑛

𝑖𝑖=1 = ∑ 𝑥𝑥𝑖𝑖𝑧𝑧𝑖𝑖𝑛𝑛
𝑖𝑖=1 = 0とする。 

（あ） 上記の回帰式のγの最小二乗推定量𝛾𝛾�を求めよ。 
（い） 回帰式yi = 𝛼𝛼′ + 𝛽𝛽′𝑥𝑥𝑖𝑖 + 𝜖𝜖′𝑖𝑖（𝜖𝜖′𝑖𝑖は期待値 0 の誤差項）の最小二乗残差をei、回帰式

yi = 𝛼𝛼 + 𝛽𝛽𝑥𝑥𝑖𝑖 + 𝛾𝛾𝑧𝑧𝑖𝑖 + 𝜖𝜖𝑖𝑖の最小二乗残差をei∗、𝛾𝛾の最小二乗推定量を𝛾𝛾�としたとき、 

�𝑒𝑒𝑖𝑖2
𝑛𝑛

𝑖𝑖=1

= �(𝑒𝑒𝑖𝑖∗)2
𝑛𝑛

𝑖𝑖=1

+ γ�2�𝑧𝑧𝑖𝑖2
𝑛𝑛

𝑖𝑖=1

 

が成立することを示せ。 
（う） 回帰式yi = 𝛼𝛼′ + 𝛽𝛽′𝑥𝑥𝑖𝑖 + 𝜖𝜖′𝑖𝑖を最小二乗推定した場合の自由度修正済み決定係数を、回

帰式yi = 𝛼𝛼 + 𝛽𝛽𝑥𝑥𝑖𝑖 + 𝛾𝛾𝑧𝑧𝑖𝑖 + 𝜖𝜖𝑖𝑖を最小二乗推定した場合の自由度修正済み決定係数が上回
る条件を式で示せ。 

（え） （う）で得た式が表す意味を「ｔ値」という言葉を使って答えよ。 
 
[2] yt = 𝛼𝛼 + 𝜙𝜙𝑦𝑦𝑡𝑡−1 + 𝜖𝜖𝑡𝑡 (t = 1,2,⋯ , T) を考える。ここで、𝜖𝜖𝑖𝑖は期待値 0、分散σ2の独立同
分布な誤差項とする。ただし、|𝜙𝜙| < 1。 
（あ） ytの期待値を求めよ。 
（い） ytの分散(Var[yt])を求めよ。 
（う） １次の自己共分散E[(yt − 𝐸𝐸[ 𝑦𝑦𝑡𝑡])(yt−1 − 𝐸𝐸[𝑦𝑦𝑡𝑡])]（γ1と書く）を求めよ。 
（え） １次の自己共分散を分散Var[yt]でわったものを１次の自己相関係数とよんで、ρ1と

書くが、これを求めよ。 
（お） k 次の自己相関係数、 

ρk =
E[(yt − 𝐸𝐸[𝑦𝑦𝑡𝑡])(yt−k − 𝐸𝐸[𝑦𝑦𝑡𝑡])]

Var[yt]
 

  を求めよ。 
 
 
 
 
 
 
 
 



⑥ 経済史 

 

国境を超える広範囲の「人の移動」は昔も今も、国や地域の経済発展に大きな影響を及ぼ

す重要な要素であり、経済史の分野においても広く注目されている課題になっている。 

さて、以下に挙げた６つの側面から 1 つか 2 つに絞って、1945
．．．．

年以前
．．．

の事例に即して「人

の移動」による経済発展へのプラス、あるいはマイナスの影響を論じてください。 

地域か時代
．．．．．

を
．
限定
．．

したうえで、具体的な史実
．．．．．．

を取り上げて詳しく論述するのが望ましい。 

 

① 商人ネットワーク 

② 隔離と集住  

③ 植民地の開発 

④ 外国人労働者 

⑤ 技術の移転と国産化 

⑥ 伝染病と公衆衛生  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



⑦ 経済政策 

 

１） 短期フィリップス曲線と長期フィリップス曲線について、それぞれ説明しなさい。 

２） フィリップス曲線のフラット化とはどのような現象か、具体的事例を挙げて説明しな

さい。 

３） 上記現象が起きていた場合、インフレ・ターゲティングにおいて有効な政策としてどの

ようなものが考えられるか、あなたの意見を述べなさい。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



⑧ 国際経済 

 
以下の①～④の 4 問から２つを選択して解答しなさい。解答に際し、どの問題を選択した
か最初に番号を明記すること。なお、解答には図表を用いてかまわない。 
 
① 国際貿易理論における比較優位と要素価格均等化定理について説明しなさい（比較優

位の説明には数値例を用いること）。 
② マーシャル＝ラナー条件を用い、Jカーブ効果について説明しなさい。 
③ 具体的な事例を用い、オランダ病について説明しなさい。 
④ 貧困の罠について、そのメカニズムだけでなく解決方法も含めて説明しなさい。 
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